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「織笠川鮭まつり」が11月16日と23日に開かれ、総勢
7,000人の観光客らでにぎわいました。名物のサケのつかみ
捕りには、町内外の家族連れらが参加し、ゴム長靴と軍手姿
でお目当てのサケを捕まえていました。中には逃げ惑うサ
ケに苦戦する子供たちもちらほら。全身ずぶぬれになりな
がらも、大物のサケを捕まえ満面の笑みを浮かべていまし
た。会場では、サケの一本釣りやサクラマスフィッシングが
行われたほか、食堂や物産販売コーナーも設けられ、訪れ
た人たちは楽しさあふれる初冬の一日を満喫していました。
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町
財
政
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

平成１４年度資
産
は
　
億
円
、前
年
度
比
　
％
増

負
債
は
町
民
１
人
当
た
り
55
万
円

町
で
は
、
町
の
財
政
状
況
を
町
民
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
平
成
十
四
年
度
の
決
算

に
基
づ
い
て
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
（
貸
借
対
照
表
）

を
作
成
し
ま
し
た
。
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
、
町
に

ど
の
よ
う
な
財
産
が
あ
り
、
ど
の
く
ら
い
負
債

（
借
金
）
が
あ
る
か
を
比
べ
、
そ
の
バ
ラ
ン
ス
を

見
る
た
め
の
も
の
で
す
。
こ
こ
で
は
、
普
通
会
計

（
一
般
会
計
と
土
地
取
得
事
業
特
別
会
計
を
合
算

し
た
も
の
）
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
中
身
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。
作
成
基
準
日
は
会
計
年
度
の
最

終
日
で
あ
る
三
月
三
十
一
日
で
す
が
、
四
月
、
五

月
の
出
納
整
理
期
間
の
も
の
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

◆
資
産
の
状
況
（
表
�
）

平
成
十
四
年
度
末
の
資
産
は
三
百
六
十
二

億
二
千
四
百
六
十
六
万
円
（
前
年
度
比
一
・

九
％
増
）。
町
民
一
人
当
た
り
に
換
算
す
る

と
、
百
六
十
九
万
三
千
六
百
十
二
円
と
な
り

ま
す
。
資
産
の
中
で
最
も
多
い
の
は
、
行
政

財
産
な
ど
を
含
む
有
形
固
定
資
産
で
三
百
三

十
一
億
一
千
九
百
八
十
九
万
円
。
全
体
の
九

一
・
四
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
次
い
で
現
金

や
預
金
な
ど
か
ら
な
る
流
動
資
産
の
十
九
億

一
千
八
百
二
十
八
万
円
。
そ
の
次
が
、
投
資

や
出
資
金
な
ど
か
ら
な
る
投
資
等
で
十
一
億

八
千
六
百
四
十
九
万
円
で
す
。
投
資
等
に
は

町
が
直
接
貸
し
付
け
る
貸
付
金
、
土
地
開
発

基
金
な
ど
の
各
種
基
金
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

有
形
固
定
資
産
は
、
昭
和
四
十
四
年
度
以

降
の
建
設
事
業
費
か
ら
減
価
償
却
累
計
額
を

差
し
引
い
た
も
の
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

内
訳
で
は
、
道
路
や
都
市
公
園
、
町
営
住
宅

な
ど
幅
広
い
分
野
か
ら
な
る
土
木
費
が
最
も

多
く
百
十
五
億
一
千
七
百
五
十
二
万
円
。
次

に
多
い
の
は
小
中
学
校
や
公
民
館
な
ど
か
ら

な
る
教
育
費
の
八
十
七
億
二
千
九
百
九
十
万

３６２

１.９

バランスシートで町の財産や
財政状態が明らかになります

バランスシートは財産の中身や財政状態を示した表で、貸
借対照表と呼ばれています。バランスシートの左側は、町が
所有する資産（土地、現金、預金）で、右側は資産形成に要
した負債（借入金など）と正味資産（資本金など）です。バ
ランスシートを作ることで、�どれだけ社会資本を持ってい
るか�どれだけ借金を抱えているか�正味資産をどれだけ
持っているか──などが明らかになります。また、1年の始め
と終わりのバランスシートを比較することで、町がその1年
間に町民の皆さんの資産をどれだけつくることができたのか
把握することもできます。
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区　　　　　分

国・県 支 出 金

一　般　財　源

正味資産合計

バランスシートの推移

平成13年度（万円） 平成14年度（万円）

991,232

1,470,645

2,46 1,877

972,549

1,470,895

2,443,444

町民 1 人当たりの金額

平成13年度（円） 平成14年度（円）

459,627

681,928

454,696

687,688

1 ,1 4 1 ,555 1 , 142,384

区　　　　　分

固 定 負 債

《内　　　　訳》
地　　方　　債
退職給与引当金

流　動　負　債

《内　　　　訳》
翌年度償還予定額

負　債　合　計

バランスシートの推移

平成13年度（万円） 平成14年度（万円）

1 ,0 1 7,205

792,119
225,086

1 , 103,085

878,462
224,623

75,07 1

75,071

75,937

75,937

1 ,092,276 1 , 179,022

町民 1 人当たりの金額

平成13年度（円） 平成14年度（円）

47 1 ,67 1 5 1 5,725

367,300
104,371

410,707
105,018

34,8 1 0

34,810

35,503

35,503

506,48 1 55 1 ,228

◆負債の状況　　　　　　　　　　　　　　（表�）

◆正味資産の状況　　　　　　　　　　　　（表�）
正味資産合計　�

負 債 合 計　�

これまでの世代による社会
資本の負担比率　　�／�

後世代による社会資本の
負担率　　　　　　�／�

有形固定資産　�

2,461,877万円

1,092,276万円

76.2％

33.8％

3,311,989万円

2,443,444万円

1,179,022万円

73.8％

35.6％

3,232,332万円

平成１３年度区　　　　　分 平成１４年度

資　産　合　計 3,554, 153 3,622,466 1 ,648,035 1 ,693,6 1 2

流　動　資　産

《内　　　　訳》
現　金・預　金
未　　収　　金

177,060
18,755

195,8 1 5 1 9 1 ,828

170,133
21,695

90,798

82,101
8,697

89,685

79,542
10,143

58,428 55,472

5,621
70

50,783
1,954

5,466
70

48,120
1,816

126,006

12,123
150

109,518
4,215

1 18,649

11,690
150

102,924
3,885

投　　資　　等

《内　　　　訳》
投資及び出資金
貸　　付　　金
基　　　　　金
退職手当組合積立金

有形固定資産

《内　　　　訳》
総　　務　　費
民　　生　　費
衛　　生　　費
労　　働　　費
農林水産業費
商　　工　　費
土　　木　　費
消　　防　　費
教　　育　　費
そ　　の　　他

3,232,332

91,941
38,970
29,574
13,292
845,776
190,674
1,088,735
83,544
845,804
4,022

3,3 1 1 ,989

94,734
36,492
30,483
12,810
835,987
183,026
1,151,752
89,937
872,990
3,778

1 ,498,809

42,632
18,070
13,713
6,164

392,180
88,414
504,839
38,739
392,193
1,865

1 ,548,455

44,291
17,061
14,252
5,989

390,849
85,570
538,479
42,048
408,149
1,767

平成14年度（円）平成13年度（円）

町民 1 人当たりの金額バランスシートの推移

平成14年度（万円）平成13年度（万円）
区　　　　　分

◆資産の状況　　　　　　　　　　　　　　（表�）

社会資本形成の世代間負担比率資料�

【３】

円
、
漁
港
や
林
道
な
ど
の
農
林
水
産
業
費
八

十
三
億
五
千
九
百
八
十
七
万
円
の
順
と
な
っ

て
い
ま
す
。

◆
負
債
の
状
況
（
表
�
）

負
債
は
資
産
の
形
成
に
充
当
さ
れ
た
資
金

の
う
ち
、
将
来
の
負
担
と
な
る
も
の
（
借
金
）

で
す
。
平
成
十
四
年
度
末
の
負
債
総
額
は
、

前
年
度
比
七
・
九
％
増
の
百
十
七
億
九
千
二

十
二
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
内
訳
は
、

地
方
債
や
退
職
給
与
引
当
金
な
ど
か
ら
な
り
、

翌
々
年
度
以
降
に
返
済
す
る
固
定
負
債
が
百

十
億
三
千
八
十
五
万
円
、
翌
年
度
に
返
済
す

る
流
動
負
債
が
七
億
五
千
九
百
三
十
七
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

総
資
産
の
う
ち
、
後
世
代
が
負
担
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
割
合
（
資
料
１
）
は
三
五
・

六
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
正
味
資
産
の
状
況
（
表
�
）

正
味
資
産
は
、
資
産
形
成
に
充
当
さ
れ
た

資
金
の
う
ち
、
既
に
こ
れ
ま
で
の
世
代
に

よ
っ
て
負
担
さ
れ
、
返
済
な
ど
の
必
要
が
な

い
も
の
で
す
。
総
額
は
二
百
四
十
四
億
三
千

四
百
四
十
四
万
円
（
前
年
度
比
〇
・
七
％
減
）

で
町
民
一
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
百
十
四

万
二
千
三
百
八
十
四
円
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
一
般
企
業
で
言
う
と
資
本
金
に
当
た
る

も
の
で
す
。

内
訳
は
町
税
や
地
方
交
付
税
な
ど
か
ら
な

る
一
般
財
源
が
百
四
十
七
億
八
百
九
十
五
万

円
、
国
・
県
支
出
金
が
九
十
七
億
二
千
五
百

四
十
九
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

総
資
産
の
う
ち
、
こ
れ
ま
で
の
世
代
が
負

担
し
た
分
の
割
合
（
資
料
１
）
は
七
三
・

八
％
と
な
り
ま
す
。

◇
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、

役
場
企
画
財
政
課
（
�
八
二
│
三
一
一
一
内

線
四
三
一
）
へ
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

町のバランスシート
（平成１５年３月３１日現在）

貸借対照表

資　産
町にどのような資産が

あるかを表示。町はこれ
らの資産を有効に活用す
ることで、町民の皆さん
にさまざまなサービスを
提供することができます。

362億円

負　債
町にどれくらいの負債

があるかを表示。毎年度
の経費に加えて、これら
の負債返済のため、町民
の皆さんに負担を求める
ことになります。

1 18億円

正味資産
資産の形成に充てた

国・県支出金、町税など
を表示しています。

244億円

平
成
14
年
度
末
の
町
の
資
産
は
前
年

度
比
一
・
九
％
増
の
362
億
円
で
し
た



【４】

海
外
研
修
の
参
加
者
を
募
集

友
好
都
市
ザ
イ
ス
ト
市
を
訪
問

町
で
は
、
広
い
視
野
と
国
際
感
覚

を
備
え
た
人
材
の
育
成
を
目
的
に
、

海
外
研
修
派
遣
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

特
に
今
回
は
友
好
都
市
ザ
イ
ス
ト
市

と
の
親
善
交
流
を
主
な
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
参
加
を
希
望
す
る
方
は
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
　
一
般
団
員
…
十
八
歳
か
ら

六
十
四
歳
ま
で
の
人
で
、
町
内
に

一
年
以
上
住
み
、
地
域
活
動
や
国

際
交
流
事
業
に
関
心
と
意
欲
の
あ

る
人
　
通
訳
研
修
生
…
本
町
に
住

所
を
有
し
、
地
域
活
動
や
国
際
交

流
事
業
に
関
心
と
意
欲
が
あ
る
人

で
、
英
語
か
オ
ラ
ン
ダ
語
で
通
訳

の
で
き
る
人

※
年
齢
は
平
成
十
五
年
四
月
一
日
現

在
で
す
。

▽
募
集
人
員
　
一
般
団
員
…
九
人

通
訳
研
修
生
…
一
人

※
応
募
者
が
五
人
未
満
の
場
合
は
中

止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▽
期
間
　
来
年
二
月
十
三
日
〜
二
十

日
（
七
泊
八
日
間
）

▽
研
修
先
　
オ
ラ
ン
ダ

▽
内
容
　
ザ
イ
ス
ト
市
内
の
各
種
施

設
の
視
察
研
修
、
ザ
イ
ス
ト
市
役

所
・
在
オ
ラ
ン
ダ
日
本
国
大
使
館

の
表
敬
訪
問
、
日
蘭
交
流
団
体

「
ホ
フ
ラ
イ
ス
」
と
の
交
歓
交
流
、

ハ
ー
グ
・
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
内

視
察
研
修
な
ど

▽
参
加
費
用
　
総
費
用
の
三
分
の
一

（
十
二
万
円
前
後
）
を
負
担

※
通
訳
研
修
生
は
、
費
用
の
負
担
は

あ
り
ま
せ
ん
。

▽
応
募
期
限
　
十
二
月
十
九
日
の
午

後
五
時
ま
で

▽
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
　
役
場
総

務
課
国
際
交
流
係
（
�
八
二
│
三

一
一
一
内
線
四
一
六
）
へ
ど
う
ぞ
。

10月５日から９日まで、本町を訪れたオランダのコ
ニー・ヨングブルッドゥさんから、このほど手紙が届きま
したので紹介します。

わたしは、オランダに住んでいるコニーと言います。10
月の上旬に主人のポールと2人で再度山田を1週間訪問し、
3週間の来日の最後を飾る、すてきな旅となりました。な
ぜ、オランダから遠く離れたこの山田なのか？
それは、1993年に山田へのサッカーツアーの計画を任さ

れ、山田町と初めて連絡を取り合ったことがきっかけでし
た。そして、1995年 8月にオランダ・ロイヤル・サッカー
チームを連れ、初めて山田に1週間ほど滞在しました。そ
の時、予想以上の成功を収め、それを機会に山田町の皆さ
んとの交流が始まりました。その後、6度の訪問を経てオ
ランダ王国ザイスト市や山田町日蘭交流友の会などの日蘭
交流の橋渡しとして貢献できたことを心から誇りに思いま
す。2つの市町間の交流活動は続いており、これからも末
永く続けていきたいと思います。
それというのも、日本が鎖国時代の1643年にオランダ船

ブレスケンス号が山田湾に漂着し、唯一貿易の許されてい
た長崎の「出島」以外で歴史的な交流があり、オランダに
とって山田はとても特別な存在であります。それを考える
と、わたしたちの交流の原点は、ずっと昔から続いている

のです�そして、お互いの文
化の違いから、多くのことを
学び、吸収していく必要があ
ると思います。
10月の8度目の訪問の際、

商店街の皆さんの心温まるお
もてなしや、「Lief! Paul-san
and Conny-san」と書いた
張り紙には心より感謝してい
ます。わたしたちの訪問が皆
さんにも広まっていて、町を
挙げて歓迎してくれているこ
とを実感しました。本当にあ
りがとうございます。
今度の旅行には、ほかにも

いくつかの特別な理由があり
ました。一つ目は、わたした
ちが個人的に結婚25周年を祝
うための旅行、二つ目は、山
田町との交流が10周年目に突
入したこと、最後に、わたし
自身が近々50歳の誕生日を迎えることなど、わたしにとっ
て大きな意味を持つこれらの行事を山田で祝いたかったの
です。皆さんの心温まる歓迎にもう一度ここで感謝申し上
げたいと思います。本当にありがとうございます。
そして、またお会いしましょう。
オランダ・ハーグから心を込めて
コニー・ヨングブルッドゥより

国際感覚養おう

広い視野と
ハーグ�

首都アムステルダム�

ザイスト�

大
堤
防
�

ユトレヒト�
ロッテルダム�

ギ

ド
イ
ツ�

北海�

オランダ王国

◆研修の主な日程
２月１３日…山田発 １４日…成田空港からアムステルダ
ムへ １５日、１６日…ザイスト市役所表敬訪問、各種施
設の視察研修、日蘭交流団体「ホフライス」との交歓交
流 １７日…ハーグ市内視察、在オランダ日本国大使館
表敬訪問、コニー・ヨングブルッドゥさん宅訪問 １８日
…アイセル湖の大堤防視察、アムステルダム市内視察
１９日…アールスメア生花市場視察 ２０日…山田着

DDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDD

DDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDD
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10月５日の歓迎会でプレゼ
ントされた日本の着物を試
着するヨングブルッドゥ夫妻



【５】

山
g
君
が
県
の
頂
点
に

第
三
十
回
岩
手
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
剣
道
大
会
の
小
学
校
四
年
生
以
下

個
人
戦
で
、
山
�
有
也
君
（
斉
心
館

山
田
）
が
見
事
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

大
会
は
十
一
月
三
日
、
盛
岡
市
の

県
営
武
道
館
で

開
か
れ
、
小
学

校
四
年
生
以
下

の
部
に
は
県
内

か
ら
豆
剣
士
百

五
十
六
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

初
戦
か
ら
面
と

小
手
で
順
調
に
勝
ち
進
ん
だ
山
�
君

は
、
続
く
準
決
勝
で
小
手
を
二
本
決

め
、
決
勝
へ
進
出
し
ま
し
た
。
決
勝

戦
の
相
手
は
、
団
体
戦
優
勝
メ
ン

バ
ー
の
佐
藤
智
哉
君
（
花
北
少
年
剣

友
会
）。
接
戦
の
末
、
得
意
技
の
小

手
を
決
め
一
本
勝
ち
し
ま
し
た
。

県
内
の
豆
剣
士
が
集
ま
る
本
大
会

で
頂
点
に
立
っ
た
山
�
君
は
「
優
勝

で
き
て
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
ほ

か
の
大
会
で
も
優
勝
で
き
る
よ
う
に

け
い
こ
を
頑
張
り
ま
す
」
と
喜
び
の

声
を
寄
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

十
月
十
三
日
、

盛
岡
市
で
開
か

れ
た
「
ス
ポ
ー

ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
２
０
０
３

ち
び
っ
こ
相
撲

大
会
」
の
五
年

生
の
部
で
、
荒

川
平
君
（
船
越
小
）
が
見
事
優
勝
し

ま
し
た
。

五
年
生
の
部
に
は
県
内
の
豆
力
士

五
十
六
人
が
参
加
。
初
戦
か
ら
順
調

に
勝
ち
進
ん
だ
荒
川
君
は
、
準
決
勝

で
、
当
た
っ
た
と
こ
ろ
で
す
か
さ
ず

相
手
の
上
手
を
取
り
、
そ
の
ま
ま
寄

り
倒
し
て
決
勝
へ
進
出
し
ま
し
た
。

決
勝
の
相
手
は
こ
れ
ま
で
何
度
と
な

く
対
戦
し
て
き
た
里
舘
健
君
（
大
槌

町
）。
緊
張
し
な
が
ら
も
、
見
事
に

上
手
投
げ
で
勝
利
し
、
一
昨
年
の
二

位
、
昨
年
の
三
位
に
続
い
て
堂
々
の

優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

優
勝
を
果
た
し
た
荒
川
君
は
「
緊

張
は
し
た
け
ど
、
い
い
相
撲
が
で
き

た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
」
と
、
う
れ

し
そ
う
に
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

十
一
月
九
日
と
十
日
、
花
巻

市
の
松
倉
温
泉
ホ
テ
ル
水
松
園

屋
内
コ
ー
ト
で
行
わ
れ
た
第
十

九
回
全
国
選
抜
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
岩
手
県
予
選
の
シ
ニ
ア
レ

デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ス
（
60
歳
以
上

の
女
子
）
で
、
本
町
代
表
チ
ー

ム
（
山
田
レ
デ
ィ
ー
ス
）
が
初

優
勝
。
来
年
五
月
に
大
阪
府
で

開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
へ
の
出

場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

同
ク
ラ
ス
に
は
県
内
各
市
町

村
の
代
表
二
十
九
チ
ー
ム
が
出

場
。
予
選
は
８
ブ
ロ
ッ
ク
の

リ
ー
グ
戦
で
行
わ
れ
、
本
町
チ
ー

ム
は
二
戦
全
勝
の
リ
ー
グ
１
位

で
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
へ
進
出

し
ま
し
た
。
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
初
戦

と
二
回
戦
を
接
戦
の
末
に
制
し
、
勢

い
に
乗
っ
た
本
町
チ
ー
ム
は
、
準
決

勝
で
遠
野
チ
ー
ム
を
19
対
７
の
大
差

で
下
し
、
決
勝
へ
進
出
し
ま
し
た
。

決
勝
の
相
手
は
強
豪
の
供
養
塚
（
胆

沢
町
）。
序
盤
か
ら
正
確
な
ス
テ
ィ
ッ

ク
さ
ば
き
で
主
導
権
を
握
り
、
13
対

７
で
圧
勝
し
ま
し
た
。

十
一
月
十
四
日
に
は
、
選
手
の
皆

さ
ん
が
役
場
を
訪
問
。
沼
崎
喜
一
町

長
に
ト
ロ
フ
ィ
ー
や
メ
ダ
ル
な
ど
を

披
露
し
ま
し
た
。

◇
出
場
選
手
　
佐
々
木
和
子
（
豊
間

根
）、
木
村
敏
子
（
同
）、
佐
藤
ト

シ（
後
楽
町
）、
芳
賀
啓
子（
船
越
）、

小
川
ト
メ
（
織
笠
）〈
敬
称
略
〉

第19回全国選抜

ゲートボール大会県予選

本町チームが初優勝

荒
川
君
が
優
勝
を
飾
る

荒 川 　 平君
（船越小�年）

山 e 有 也君
（斉心館山田）

ちびっ子相撲大会 県スポ少剣道大会

沼崎喜一町長に優勝の報告に訪れた選手の皆さん



【６】

宝来橋�
関口川関口川�関口川�

国道４５号�

柳沢
団地

柳沢
団地
�

柳沢
団地
�

至
宮
古�

至釜石�

三
陸
縦
貫
自
動
車
道（
山
田
道
路
）
�

ア
ク
セ
ス
道
�細浦
柳沢
線�

柳
沢
北
浜
線
�

都
市
計
画
道
路
が
一
部
完
成

５
日
正
午
か
ら
利
用
で
き
ま
す

土地区画整理事業

都
市
計
画
道

路
の
一
部
区
間

が
完
成
し
、
十

二
月
五
日
か
ら

利
用
で
き
ま
す
。

利
用
で
き
る

区
間
は
、
柳
沢

北
浜
地
区
土
地

区
画
整
理
地
内

の
骨
格
と
な
る

幹
線
道
路
で
、

細
浦
柳
沢
線
と

柳
沢
北
浜
線
の
そ
れ
ぞ
れ
の
一
部
。

七
月
に
一
部
完
成
し
た
同
道
路
の
続

き
に
当
た
り
ま
す
。

▽
利
用
開
始
日
時
　
十
二
月
五
日

（
金
）
正
午
〜

▽
利
用
で
き
る
区
間
　
細
浦
柳
沢
線

（
幅
員
十
六
�
、
延
長
百
二
十
二

�
）、
柳
沢
北
浜
線
（
幅
員
十
二

�
、
延
長
三
百
三
十
�
）

▽
問
い
合
わ
せ
　
役
場
都
市
計
画
課

（
�
八
二
│
三
一
一
一
内
線
二
五

三
）
へ
ど
う
ぞ
。

宝くじ助成宝くじ助成宝くじ助成宝くじ助成宝くじ助成宝くじ助成宝くじ助成宝くじ助成宝くじ助成宝くじ助成宝くじ助成宝くじ助成宝くじ助成宝くじ助成宝くじ助成宝くじ助成宝くじ助成

可
搬
式
小
型
動
力
ポ
ン
プ
を
配
備

織笠婦人防火クラブ

町
で
は
、
財

団
法
人
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
が

実
施
し
て
い
る

「
自
主
防
災
組

織
育
成
助
成
事

業
」
（
宝
く
じ

助
成
）
の
助
成

を
受
け
、
織
笠

婦
人
防
火
ク
ラ

ブ
に
可
搬
式
小

型
動
力
ポ
ン
プ

を
配
備
し
ま
し
た
。

同
事
業
は
、
住
民
の
自
主
的
な
防

災
活
動
や
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
活
動
の

促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
宝
く
じ
の

普
及
広
報
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。

今
回
配
備
し
た
ポ
ン
プ
は
、
軽
量
で

台
車
付
き
で
あ
る
こ
と
か
ら
女
性
で

も
容
易
に
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
る

上
、
操
作
が
簡
単
。
有
事
の
際
の
初

期
消
火
資
機
材
と
し
て
、
迅
速
で
機

敏
な
防
災
活
動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

下水道山田処理区

山田と織笠地区の下水管渠設
計のため、左図の地区で測量調
査を実施します。町から委託を
受けた業者が敷地内に立ち入
り、各家庭の排水経路などの調
査を行いますので、ご協力をお
願いします。
�調査期間　12月２日～来年３
月10日
�問い合わせ　役場生活環境課
下水道整備係（�82－3111内
線223）へどうぞ。

下水管渠設計に伴う
測量調査にご協力を

山田町役場山田町役場山田町役場山田町役場山田町役場山田町役場山田町役場山田町役場山田町役場山田町役場山田町役場山田町役場山田町役場山田町役場山田町役場山田町役場山田町役場

山田中学校山田中学校山田中学校山田中学校山田中学校山田中学校山田中学校山田中学校山田中学校山田中学校山田中学校山田中学校山田中学校山田中学校山田中学校山田中学校山田中学校

きょ

配備された可搬式小型動力ポンプ

山田高校山田高校山田高校山田高校山田高校山田高校山田高校山田高校山田高校山田高校山田高校山田高校山田高校山田高校山田高校山田高校山田高校

測量調査区域



【７】

いわて農林水産躍進大会 建国80周年記念世界展漁
業
の

大
川
夫
妻

大
沢
の

佐
藤
さ
ん

い
わ
て
農
林
水
産
業
賞
を
受
賞

「
ト
ル
コ
芸
術
勲
章
」
を
受
章

ト
ル
コ
共
和

国
イ
ス
タ
ン

ブ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
た
ト
ル
コ

共
和
国
建
国
八
十
周
年
記
念
世
界
展

２
０
０
３
（
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
芸
術
友

好
協
会
主
催
）
に
、
短
歌
を
出
展
し

た
大
沢
の
佐
藤
孝
雄
さ
ん
（
五
九

）
が
、

オ
ス
マ
ン
ト
ル

コ
芸
術
勲
章
を

受
章
し
ま
し
た
。

今
年
二
月
、

同
協
会
か
ら
佐

藤
さ
ん
に
出
品

要
請
が
あ
り
、

昨
年
六
月
に
書

き
留
め
て
い
た

短
歌
を
世
界
展
に
出
展
。
平
和
へ
の

願
い
を
詠
ん
だ
句
と
し
て
高
い
評
価

を
受
け
ま
し
た
。
短
歌
は
「
み
な
づ

き
の
海
に
眠
れ
る
鴎か

も
め

ど
り
　
そ
の
天

界
に
星
座
も
眠
る
」。
静
寂
に
包
ま

れ
る
山
田
湾
と
天
上
に
ま
た
た
く
星

座
群
を
目
の
当
た
り
に
し
、
平
和
へ

の
思
い
を
詠
ん
だ
も
の
で
す
。

海
外
で
数
々
の
受
賞
歴
を
持
つ
佐

藤
さ
ん
。「
こ
れ
か
ら
も
三
陸
海
岸

の
素
晴
ら
し
い
自
然
を
歌
材
に
創
作

活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
」
と

笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

大
沢
の
大
川

洋
三
（
六
一

）
・

貞
子
（
六
〇

）
さ

ん
夫
妻
が
、
い

わ
て
農
林
水
産

振
興
協
議
会
と
県
が
主
催
す
る
「
い

わ
て
農
林
水
産
業
賞
（
水
産
部
門
）」

を
受
賞
し
ま
し
た
。

同
賞
は
、
農
林
水
産
業
に
お
い
て

意
欲
的
に
経
営
の
改
善
や
地
域
の
発

展
に
貢
献
し
て
い
る
経
営
者
を
表
彰

す
る
も
の
で
す
。
大
川
さ
ん
夫
妻
は
、

殻
付
き
カ
キ
の
長
期
出
荷
と
作
業
の

省
力
化
へ
の
取
り
組
み
や
、
紫
外
線

殺
菌
海
水
装
置
の
早
期
導
入
と
そ
の

普
及
な
ど
、
地
域
の
発
展
に
大
き
く

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
は
「
い
わ
て
農
林
水
産
躍

進
大
会
」の
席
上
で
行
わ
れ
、
大
川
さ

ん
夫
妻
は
「
水
産
の
町
で
あ
る
山
田

が
衰
退
し
な
い
よ
う
、
今
後
も
水
産

の
振
興
に
努
め
て
い
き
た
い
で
す
」

と
意
欲
を
の
ぞ
か
せ
て
い
ま
し
た
。

町読書感想文コンクール
応募お待ちしています

「第36回町読書感想文コンクール」（町立図書
館主催）が行われます。読書を通じた体験や本
の感想など、皆さんの応募をお待ちしています。
�応募基準　小学生（１、２年生）…400字詰
め原稿用紙２枚以内　同（３年生以上）…原
稿用紙３枚以内　中学生…原稿用紙４枚以内
高校生以上・一般…５枚以内
※小・中学生は学校を通じて提出してください。
�応募方法　来年１月31日までに町立図書館へ
郵送するか、直接提出してください。
�応募先・問い合わせ　町立図書館（町中央コ
ミュニティセンター内　山田町八幡町３－20
�82－3420）へどうぞ。

12日に歴史講演会を開催
町教育委員会と山田史談会では、歴

史講演会を開催します。講演では、熊
野信仰と懸仏

かけぼとけ

を中心に山田で古くから
信仰されている神様仏様について学び
ます。この機会に郷土の歴史と文化を
見詰め直してみませんか。
�日時　12月12日（金）

午後３時～５時
�場所　町中央コミュニティセンター
�対象　一般町民
�演題 「懸仏と神仏信仰」

�講師　大矢邦宣さん（平泉町郷土館館長、元岩手県立博
物館課長）
�問い合わせ　町教育委員会文化係（�82－3111内線624）
へどうぞ。

______________________

_______________________
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

トルコ芸術勲章を手
にする佐藤孝雄さん

受賞を喜ぶ大川洋三・
貞子さん夫妻

織笠の熊野山神社に
ある直径23㌢の懸仏
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投
書

ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

先
日
開
催
さ
れ
た
産
業
ま
つ
り
は
、

産
業
ま
つ
り
と
い
う
よ
り
も
、
夜
店

に
行
っ
た
よ
う
な
気
分
に
な
り
ま
し

た
。
農
水
産
物
が
少
な
く
、
出
店
も

去
年
よ
り
減
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま

し
た
。
来
年
は
ぜ
ひ
盛
大
な
産
業
ま

つ
り
に
な
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

ペ
ン
ネ
ー
ム
・
よ
っ
ち
ゃ
ん
ば
ば

（
織
笠
・
？
歳
）

来
年
の
産
業
祭
り
に
期
待

自
然
が
織
り
成
す
秋
の
紅
葉
美
は

人
間
技
で
は
表
現
で
き
な
い
鮮
や
か

さ
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
秋
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、

わ
た
し
は
家
に
じ
っ
と
し
て
い
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
駅
伝
大
会
や
産
業

ま
つ
り
を
皮
切
り
に
、
か
つ
て
孫
が

通
っ
た
船
越
保
育
園
の
収
穫
祭
、
町

民
芸
術
祭
な
ど
戸
外
に
出
る
機
会
が

多
く
あ
り
ま
し
た
。
ど
の
イ
ベ
ン
ト

も
好
天
に
恵
ま
れ
、
主
催
者
は
胸
を

な
で
下
ろ
し
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

余
韻
残
る
秋
の
イ
ベ
ン
ト

すずきわかなちゃん
（山田第二保育所・６歳）

【８】【９】

おのはるな（５） サケ一本釣り（？）

佐藤夏子（12）

４×４（44） Ｍｒ.ＬＩＡＲ（13）

山口廉（８）

吉田凪彩（７）

山�翔也（？）

山崎克拓（８） 吐露非狩古鬱
トロピカルフルーツ（14）

甲斐谷美沙樹（10）

かい谷まさき（８
）

にゃあん子ラ～メン（1
2）

平石凌（９）

佐々木愛美（10）
関綾乃（９）

いか（10）

沼�信明（16）

尾形樹麻（９）

エマニエル坊や（14）

の
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
宝
物
で
、
居
間
に

飾
っ
て
い
ま
す
。

★
元
気
の
秘
け
つ
は
何
で
す
か

好
き
嫌
い
な
く
何
で
も
よ
く
食
べ

る
こ
と
で
す
か
ね
。
そ
れ
か
ら
、
医

者
の
勧
め
で
毎
晩
寝
る
前
に
、
ニ
ン

ニ
ク
を
刻
ん
で
入
れ
た
焼
酎
を
少
量

飲
ん
で
い
ま
す
。
体
の
こ
と
を
考
え

て
、
た
ば
こ
も
酒
も
や
め
ま
し
た
ね
。

★
楽
し
み
は
何
で
す
か

趣
味
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
と
ペ
タ
ン

ク
で
す
。
最
近
は
な
か
な
か
人
が
集

ま
ら
な
い
の
で
で
き
ま
せ
ん
が
、
毎

日
の
よ
う
に
や
っ
て
い
ま
し
た
。
機

会
が
あ
れ
ば
ま
た
や
り
た
い
で
す
ね
。

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
が
一
番
の
楽
し
み

★
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
か

学
校
を
卒
業
し
て
か
ら
六
年
ほ
ど

大
浦
で
大
工
の
修
行
を
し
、
そ
の
後

大
沢
の
捕
鯨
会
社
な
ど
を
経
て
四
十

五
歳
で
建
設
業
を
始
め
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
は
七
十
五
歳
く
ら
い
ま
で
三

十
年
働
い
て
い
ま
し
た
。

★
宝
物
は
何
で
す
か

日
中
戦
争
に
行
っ
た
時
に
総
理
大

臣
か
ら
い
た
だ
い
た
勲
章
や
懐
中
時

計
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
で
入
賞
し
た
時

大　町　幸
こう

助
すけ

さん
（大沢・86歳）

山内菜緒（10）

い
ま
だ
に
余
韻
の
残
る
の
が
、
保

育
園
で
の
た
き
火
に
よ
る
焼
き
芋

会
。
童
心
に
か
え
り
園
児
と
一
緒
に

は
し
ゃ
ぎ
、
わ
た
し
た
ち
に
澄
み
き
っ

た
外
気
を
存
分
に
吸
わ
せ
、
秋
を
彩

る
有
意
義
な
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。
そ
し

て
、
町
民
芸
術
祭
で
視
野
が
広
が
っ

た
こ
と
が
何
よ
り
の
収
穫
で
し
た
。

齋
藤
忠
雄
（
船
越
・
78
歳
）

る
と
思
い
ま
す
。
各
地
区
で
も
同
じ

こ
と
が
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？
各
地
区
に
情
報
な
ど
を
取
り

合
う
人
を
配
置
し
た
ら
よ
い
と
思
い

ま
す
。

佐
藤
ア
サ
子
（
大
浦
・
60
歳
）

【
回
答
・
建
設
課
、
総
務
課
】

町
道
長
林
大
浦
線
の
道
路
側
溝
の

枯
れ
葉
処
理
に
つ
い
て
、
公
務
で
毎

日
通
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
役
場
職
員

の
誰
か
が
気
付
い
て
、
関
係
課
と
連

絡
を
取
り
合
っ
て
適
正
に
処
理
で
き

な
い
か
と
の
ご
指
摘
と
思
い
ま
す
。

町
道
の
日
常
管
理
に
つ
い
て
は
、

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
で
定
期
的
に

点
検
し
て
い
ま
す
が
、
で
き
る
だ
け

早
く
処
理
で
き
る
よ
う
、
よ
り
一
層

全
庁
的
な
職
員
間
の
連
携
を
密
に
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ご
指
摘
の
あ
っ
た
場
所
の
枯
れ
葉

な
ど
の
処
理
に
つ
き
ま
し
て
は
、
早

急
に
除
去
い
た
し
ま
す
の
で
ご
理
解

願
い
ま
す
。
な
お
、
今
回
の
よ
う
に

道
路
に
関
し
て
お
気
付
き
の
場
合
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

チ
ャ
イ
ム
も
五
回
の
う
ち
四
回
は
同

じ
メ
ロ
デ
ィ
で
、
味
気
な
い
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。
今
年
は
オ
ラ
ン
ダ
王

国
ザ
イ
ス
ト
市
と
の
友
好
都
市
締
結

三
周
年
と
の
こ
と
で
す
の
で
、
三
時

の
チ
ャ
イ
ム
は
ザ
イ
ス
ト
市
の
教
会

の
「
鐘
の
音
」
を
流
し
た
ら
楽
し
い

し
、
交
流
に
も
一
役
買
え
る
の
で
は

な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

ペ
ン
ネ
ー
ム
・
北
っ
子

（
山
田
・
？
歳
）

【
回
答
・
情
報
課
】

ご
提
言
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
の
放
送
設
備

は
導
入
か
ら
二
十
年
が
経
過
し
て
お

り
、
検
討
し
た
結
果
、
ご
提
言
の

チ
ャ
イ
ム
な
ど
新
た
な
定
時
放
送
に

対
応
す
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
で
す

の
で
、
ご
理
解
願
い
ま
す
。

◇
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

秋
深
く
冬
将
軍
も
間
近
か
な

O
藤
菊
實
（
荒
川
・
75
歳
）

カ
サ
カ
サ
と
木
の
葉
散
る
音
の

さ
び
し
さ
に

日
増
し
に
山
肌
見
え
て
く
る

百
花
（
荒
川
・
？
歳
）

コ
ス
モ
ス
は
風
吹
く
ま
ゝ
に

波
打
ち
て

野
の
パ
レ
ッ
ト
に
い
ろ
混
ぜ
合
は
す

さ
と
う
み
え
こ
（
大
沢
・
83
歳
）

夕
焼
け
や
鴉
一
声
飛
ん
で
ゆ
く

古
藤
野
強
（
豊
間
根
・
78
歳
）

横
浜
の
い
と
こ
が
く
れ
し

シ
ル
バ
ー
カ
ー

ま
だ
大
丈
夫
と
思
い
し
が

今
じ
ゃ
私
の
伴
侶
で
す

感
謝
し
な
が
ら
使
っ
て
い
ま
す

甲
斐
谷
セ
チ
（
八
幡
町
・
88
歳
）

よ
う
よ
う
に
色
染
む
る
秋

思
惟
の
丘
に
文
化
は
光
り

人
等
つ
ど
い
来

千
代
川
貞
（
大
沢
・
77
歳
）

紅
葉
狩
り
野
原
で
食
す
お
べ
ん
と
う

佐
々
木
エ
ミ
子
（
飯
岡
・
？
歳
）

澄
み
わ
た
る
屋
根
の
向
ふ
に
十
三
夜

路
線
バ
ス
間
を
心
和
み
ぬ

菊
地
サ
カ
エ
（
織
笠
・
89
歳
）

八
十
路
に
て
病
に
臥
す
る
我
な
れ
ど

仏
に
縋
る
老
い
の
さ
び
し
さ

佐
々
木
て
つ
ゑ
（
中
央
町
・
82
歳
）

毎
日
五
回
流
れ
て
時
刻
を
知
ら
せ

て
く
れ
る
チ
ャ
イ
ム
。
以
前
、
三
時

の
チ
ャ
イ
ム
に
は
ラ
ジ
オ
体
操
も
流

れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
流
れ
て
い
る

三
時
の
時
報
に
鐘
の
音
を

す
が

元気なじいちゃん── vol.
5元気なじいちゃん

山内めい（７）

木村志麻（10）

湊優紀美（８）

かがみ（10）

湊ゆうき（？）

ミニストロベリー（11）

ハロ��（11）

湊俊樹（５）

山口弥久（10）

武藤由磨（14）

い
つ
も
広
報
楽
し
く
読
ん
で
い
ま

す
。「
え
っ
、
山
田
に
こ
ん
な
所
が
」

「
こ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
あ
る
ん
だ
」「
同

級
生
結
婚
し
た
の
」「
赤
ち
ゃ
ん
生

ま
れ
た
ん
だ
」
な
ど
、
広
報
で
い
ろ

い
ろ
な
情
報
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
チ
ョ
ッ
ト
し
た
出

来
事
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
広

報
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

平
山
亜
都
子
（
豊
間
根
・
26
歳
）

広
報
で
の
情
報
が
楽
し
み

わ
た
し
は
毎
日
の
よ
う
に
思
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
大
浦
街
道
の
側
溝

に
枯
葉
な
ど
が
入
り
、
雨
が
降
っ
た

と
き
に
は
詰
ま
っ
て
雨
水
が
道
路
に

流
れ
て
き
ま
す
。
役
場
職
員
が
毎
日

の
よ
う
に
水
道
貯
水
池
に
監
視
や
、

そ
の
他
の
用
事
な
ど
で
来
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
職
員
が
余
る
く
ら
い
い

役
場
の
職
員
間
の
連
携
を

・
・



【１０】

11月23日、山田空手道協会（伊藤順一郎会長・会員86人）
の創立40周年記念式典が町武徳殿で行われ、国際松濤館館
長や同協会の会員など100人が出席しました。同協会は昭和
39年に創立。以来、指導を受けている山田高校が県高総
体での優勝や国体出場、平成9年には町出身の会員が同流
派の世界チャンピオンになるなど、数々の好成績を残し、
本県の空手界をリードしてきました。式典の後「ホテル陸
中海岸」で祝賀会が行われ、出席者はこれまでの思い出を
語り合うなど、この40年間の輝かしい歴史を振り返り、同
協会のさらなる発展を誓い合っていました。

協　会
空手道 創立40周年記念行事

伝統胸にさらなる発展誓う

11月16日、北浜防災センターでワークショップが開催
されました。現在行われている柳沢北浜地区土地区画整理
事業を行政、専門家、住民が平等な立場で意見を出し合い
進めていくため、町都市計画課が主催したものです。今回
は柳沢、北浜地区の町民、設計業者、町職員ら60人が参加。
司会者の質問に旗を揚げて答える旗揚げアンケートを行っ
た後、地区内に7カ所作られる予定の公園について話し合
いました。「安らげる公園に」「ペットも入れる公園を」「こ
んな遊具が欲しい」などさまざまな意見が飛び交い、参加
者は住みよい町づくりに熱心に議論を重ねていました。

区画整理事業ワークショップ

意見を出し合い住みよい町に

11月15日、岩手朝日テレビ主催の「ふるさとＣＭ大賞」審
査会が盛岡市で開催されました。同ＣＭ大賞は、県内の市
町村が地元をＰＲする30秒のテレビＣＭを作製し、ふるさ
と自慢を競い合うもので、今年で2回目。県内43市町村が
参加しました。本町からは、山田の魅力発信事業実行委員
会が作製した作品「いつまでも守りたい海があります」が
出品され、審査会には漁師役の阿部豊さん（36）や若者役の
山田高校ボート部の生徒ら総勢23人が出席し、山田の魅力
をＰＲ。審査の結果、本町は入賞できませんでしたが、参加
賞として年間20回、本町のＣＭが放送されます。なお、審
査会の模様は12月13日午後4時から同局で放送されます。

「ふるさとＣＭ大賞」審査会

山田の魅力を存分にＰＲ

今月の題字
ささきみおちゃん
（山田南小 1年）

11月22日、山田高校家庭クラブの郷土料理実習が同校調
理室で行われ、クラブ員8人が参加しました。郷土の料理
にもっと理解を深めようと行ったもので、町食生活改善推
進員団体連絡協議会の鈴木恊子会長らの指導で、サケのす
り身汁やゴマごはんなど5品に挑戦しました。魚のおろし
方や味付けに悪戦苦闘する生徒たち。それでも地元食材を
生かした調理法を身に付けようと一生懸命に取り組んでい
ました。同クラブの皆さんは、今回学んだ調理法を家庭科
の調理実習でほかの生徒に指導することになっています。

「やまだ湯めぐりスタンプラリー」の表彰式が11月17日、
山田町商工会館で行われました。同スタンプラリーは、山
田の魅力発信事業の一環として7月から9月まで実施され、
町内の鉱泉、温泉、銭湯の6箇所のうち鉱泉・温泉2カ所
以上、銭湯1カ所以上で入浴し、スタンプを押印してもら
うと懸賞参加資格が得られるもの。6カ所すべてを制覇し
た方には、「完

かん

湯
とう

賞」としてオリジナルタオルがプレゼント
されました。表彰式には、応募総数48人から抽選で１等
賞に選ばれた3人が出席。同事業実行委員会の阿部幸栄会
長から賞品が手渡され、うれしそうに受け取っていました。

11月27日、豊間根地区から宮古市津軽石までの国道45
号沿いで「桜並木植樹会」が行われ、80本のサクラの苗木
が植えられました。これは三陸国道事務所で歩道の整備に
あわせて行ったもので、作業には三陸国道事務所長や宮古
地方振興局長、沿線の住民や近隣の学校の児童生徒ら200
人が参加。美しいサクラ並木になるよう願いを込めながら
苗を植えていました。作業終了後には、温かい鮭汁が振る
舞われ、参加者はおいしそうに口に運んでいました。

【１１】

国道沿いで「桜並木植樹会」

１０年後の開花に願いを込めて

湯めぐりスタンプラリー表彰式

賞品を受け取りうれし顔

山高で郷土料理実習

地元食材生かした調理法学ぶ



軽減または
免除の割合

合 計 所 得 金 額

区 分 現　　行 減 額 後

町　長

助　役

収入役

教育長

議　長

副議長

議　員

785,000円

617,000円

583,000円

605,000円

292,000円

242,000円

226,000円

706,500円

567,640円

536,360円

556,600円

285,000円

236,000円

221,000円

【１２】

最
近
相
次
い
で
町
内
の
方
か

ら
本
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
歌

集
と
随
筆
集
で
す
。
六
月
に
は

合
同
歌
集
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

昨
年
も
歌
集
、
句
集
を
い
た
だ

き
、
山
田
町
の
文
化
活
動
が
活

発
な
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
実
感

し
た
と
こ
ろ
で
す
。
い
た
だ
い

た
本
に
対
し
て
は
読
後
感
を
添

え
て
お
礼
状
を
出
し
た
い
と
思

い
つ
つ
、
な
か
な
か
筆
が
は
か

ど
ら
ず
礼
を
失
す
る
こ
と
に
な

り
が
ち
で
す
。
紙
面
を
お
借
り

し
て
お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

「
鮭
ま
つ
り
」
も
無
事
終
了
し

ま
し
た
。
天
気
の
週
間
予
報
を

覆
し
て
二
日
と
も
好
天
に
恵
ま

れ
、
多
く
の
お
客
様
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。「
ア
サ
リ
ま
つ
り
」

と
共
に
す
っ
か
り
本
町
の
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
定
着
し
た
よ
う
で

す
。
た
だ
、
鮭
漁
の
方
は
大
変

不
振
で
何
と
か
こ
れ
か
ら
の
漁

に
期
待
す
る
の
み
で
す
。

今
年
も
「
町
長
室
か
ら
」
を

十
二
回
お
届
け
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
年
は
災
害
、
不

漁
、
冷
害
な
ど
重
な
り
良
い
年

と
は
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
来

年
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

山
田
町
長
　
沼
崎
喜
一

町
長
室
か
ら

農
作
物
被
害
者
の
町
税
を
減
免

対
象
者
は
15
日
ま
で
に
申
請
を

町
で
は
、
本
年
度
の
異
常
低
温
や

日
照
不
足
な
ど
に
よ
る
農
作
物
の
被

害
者
に
対
し
て
、
町
民
税
、
国
民
健

康
保
険
税
を
減
免
し
ま
す
。
対
象
と

な
る
方
で
減
免
を
希
望
す
る
方
は
、

期
限
ま
で
に
申
請
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

▽
減
免
の
対
象
者
　
農
作
物
の
被
害

額
が
三
〇
％
以
上
で
、
前
年
の
合

計
所
得
が
一
千
万
円
以
下
（
合
計

所
得
金
額
の
う
ち
、
農
業
所
得
以

外
の
所
得
が
四

百
万
円
を
超
え

る
場
合
を
除
き

ま
す
）
の
人

※
農
作
物
の
被
害
額
は
、
減
収
に
よ

る
損
失
額
か
ら
農
業
災
害
補
償
法

の
農
作
物
共
済
金
を
控
除
し
た
金

額
で
す
。

▽
減
免
の
対
象
と
な
る
税
金

平
成
十
五
年
度
分
（
十
二
月
以
後

の
納
期
分
）
の
町
県
民
税
と
国
民

健
康
保
険
税
の
所
得
割
額
で
、
農

業
所
得
分
に
か
か
る
税
額

※
町
県
民
税
が
非
課
税
の
人
や
均
等

割
額
だ
け
の
人
は
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
国
民
健
康
保
険
税
の

資
産
割
額
、
均
等
割
額
、
平
等
割

額
も
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

▽
減
免
の
割
合
　
右
表
の
と
お
り

▽
申
請
方
法
　
役
場
税
務
課
、
役
場

各
支
所
に
備
え
付
け
て
あ
る
申
請

用
紙
に
記
入
の
上
、
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
申
請
期
限
　
十
二
月
十
五
日

▽
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
　
役
場
税

務
課
（
�
八
二
│
三
一
一
一
内
線

一
一
一
）
へ
ど
う
ぞ
。

町�役給料と議員
報酬を一部カット
町では、景気の低迷や異常気象によ

る農作物の不作など、厳しい地域経済
を踏まえ、町４役らの給料などを平成
16年１月から17年３月まで、10％から
８％の範囲で減額することにしました。
そのほか、課長などの管理職に支給

されている管理職手当（給料月額の
10％）も平成16年１月から17年３月ま
で、給料月額の８％に減額することに
しました。
町４役の給料と議員報酬の減額内容

は、下表のとおりです。

◆給料などの減額内容　　 （月額）

◆減免の割合

10分の10

10分の 8

10分の 6

10分の 4

10分の 2

300万円以下であるとき

400万円以下であるとき

550万円以下であるとき

750万円以下であるとき

750万円を超えるとき

９月25日に行われた農業委員による水稲育成調査の様子



「 」上映会
ご家族でご来場を

【１３】

【応募方法】 下記のはがきの要領
でご応募ください。全問正解者の中
から抽選で10人に500円の図書券を
プレゼント。応募は一人１通です。

50
円

0 2 8 1 3 9 2

山
田
町
八
幡
町
3
│
20

山
田
町
役
場

広
報
ク
イ
ズ
係

クイズの答え《例》
①－� ④－�
②－� ⑤－�
③－�

氏名
年齢

〒・住所

☆締め切り＝12月16日（16日消印有効）
☆前回の正解は、①－Ｂ、②－Ａ、
③－Ｂ、④－Ｃ、⑤－Ｂでした。応
募者数は71通で正解は63通、抽選の
結果次の10人が当せんしました。
八幡町＝佐藤夏子（12） 長崎＝貫

洞光子（51） 北浜町＝関綾乃（９）
船越＝横田和（９）、山崎克拓（８）
大沢＝山本涼麻（10）、鈴木保美（？）
豊間根＝平山亜都子（26） 荒川＝佐
藤美奈子（36） 神奈川県川崎市＝石
浜英彦（60） 〈敬称略〉

山
田
町
商
工
会
で
は
、
長
編
ア
ニ

メ
「
も
も
子
、
か
え
る
の
歌
が
き
こ

え
る
よ
」
の
上
映
会
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
映
画
は
、
知
的
障
害
と
重
い
進

行
性
難
病
を
持
っ
て
生
ま
れ
た
�
も

も
子
�
の
懸
命
に
生
き
る
姿
と
、
そ

の
双
子
の
兄
の
成
長
を
中
心
に
、
家

族
の
愛
を
通
じ
て
「
生
き
る
と
は
」

の
意
味
を
問
い
か
け
る
物
語
で
す
。

ご
家
族
な
ど
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▽
期
日
　
十
二
月
二
十
三
日
（
火
）

▽
時
間
　
一
回
目
…
午
前
十
時
半
〜

二
回
目
…
午
後
二
時
〜

▽
場
所
　
町
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

▽
入
場
料
　
四
歳
〜
高
校
生
…
七
百

円
（
当
日
九
百
円
）

大
人
…
千

円
（
当
日
千
五
百
円
）

親
子
券

…
千
五
百
円
（
前
売
券
の
み
）

▽
入
場
券
取
扱
所
　
佐
藤
薬
局
、

グ
ッ
デ
ィ
さ
と
う
、
町
中
央
公
民

館
、
マ
ツ
モ
ト
、
マ
イ
ハ
ン
ズ
ア

ベ
エ
イ
、
山
田
町
商
工
会
、
織
笠

漁
業
協
同
組
合
、
道
の
駅
や
ま
だ

▽
問
い
合
わ
せ
　
山
田
町
商
工
会

（
�
八
二
│
二
五
一
五
）へ
ど
う
ぞ
。

12
月
３
日
〜
９
日
は「
障
害
者
週
間
」

支
え
合
う
町
づ
く
り
考
え
よ
う

�ボランティアプラザ・
ふれあい交流�を開催

12月３日～９日は「障害者週間」です。
町では、同週間にちなみ「ボランティアプ
ラザ・ふれあい交流」を開催します。これ
は障害者や障害者問題に対する町民の理解
と関心を深めながら、共に支え合う町づく
りについて考えてもらおうと行われるもの
です。皆さんのお越しをお待ちしています。
�日時　12月６日（土）午前９時半～正午
�場所と内容
・町中央公民館…開会行事、講演「第二の
人生パラリンピックを目指して！」講
師・大井利江さん（車いす円盤投げ世界
記録保持者＝種市町＝）
・町中央コミュニティセンター…福祉バ
ザー、福祉相談会
�問い合わせ　役場保健福祉課（�82－
3111内線133）へどうぞ。

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~
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長編アニメーション

昨
年
の
同「
ふ
れ
あ
い
交
流
」

の
様
子

�平成14年度の決算に基づき作成し
たバランスシート。町が所有する
資産はいくら？
�326億円
�362億円
�632億円

�第19回全国選抜ゲートボール大会
岩手県予選で、本町チームが初優
勝。全国大会の開催地はどこ？
�岩手県　�東京都　�大阪府

�都市計画道路が一部完成。利用で
きるのはいつから？
�12月５日
�12月15日
�12月25日

�12月３日から９日までは「○○者
週間」？
�障害　�介護　�身障

�今号の健やか赤ちゃん10人のうち、
男の子は何人？
�６人　�７人　�８人
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申 し 込 み

名　称 期 日 時　　　間 対　　象　　者

実施場所 期 日 時　　間 申込先

���月の教室 場所：保健センター

�三種混合とはしかの予防接種 （��月）

井上医院 随　時 診療時間内 随　時 82－2956

うらべ内科 〃 〃 〃　 82－0123

近藤医院 〃 〃 〃 82－3328

後藤医院 〃 〃 接種する日の前日 82－6690

道又医院 〃 午前8時半～11時 随時（電話で予約） 82－3522

�各種教室に参加を希望する方は、役場保健福祉課（内線165）
へご連絡ください。

ひよこ教室 12日 午前10時～正 午 言葉や運動機能の発達な
どで心配のある幼児

Health Guide
各種相談、健診、予防接種の問い合わせは、

役場保健福祉課（�82－3111内線161、
165、166）へお気軽にどうぞ。 保 健 だ よ り

師走を迎え、飲酒の機
会が多くなるシーズンで
す。そこで気になるのが
お酒のカロリー。各酒類
のコップ半分100�当た
りのカロリー（ｋｃａｌ）は

機能訓練
教　　室 月曜日 午前10時～

午後2時半
病気やけがなどで体の不
自由な方

項　　　　目 期日 受　付　時　間 対　 象 者

���月の各種相談・健診 場所：保健センター

�乳幼児健診・相談で持参する物…母子健康手帳、赤ちゃん手
帳、バスタオル、幼児の上履き。
�３カ月児健診、６カ月児相談では離乳食の試食もあります。
※今まで該当月に受けていない人は、必ずおいでください。

6 カ 月 児 相 談 18日 午前9時～9時半 15年 5 月生まれ

10 カ月児健診 〃 午後1時～1時半 15年 2 月生まれ

3 カ 月 児 健 診 11日 午後1時～1時半 15年 8 月生まれ

健 康 相 談 2、16日 午前10時～正 午 一般町民

県
医
師
会
や
県
内
の
二
十
七
市
町

村
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
禁
煙
チ
ャ
レ

ン
ジ
岩
手
２
０
０
４
実
行
委
員
会
で

は
、
十
二
月
十
五
日
か
ら
「
禁
煙

チ
ャ
レ
ン
ジ
岩
手
２
０
０
４
」
を
開
催

し
ま
す
。
山
田
町
の
死
亡
順
位
の
第

一
位
で
あ
る
が
ん
。
中
で
も
肺
が
ん

に
よ
る
死
亡
が
年
々
増
え
て
き
て
い

ま
す
。
昨
年
町
で
実
施
し
た
喫
煙
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
男
女
と

も
若
い
人
た
ち
の
喫
煙
者
が
増
え
て

い
ま
す
。
喫
煙
は
肌
の
老
化
を
促
進

す
る
な
ど
、
女
性
に
と
っ
て
は
美
容

の
大
敵
。
ま
た
、
妊
娠
中
や
授
乳
時

の
喫
煙
は
子
供
に
深
刻
な
害
を
与
え
、

喫
煙
者
の
が
ん
に
か
か
る
危
険
性
は

吸
わ
な
い
人
の
五
倍
以
上
に
も
な
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
禁
煙
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
方
は
、
こ
れ
を
機
会

本
以
上
の
成
人
喫
煙
者

▽
応
募
期
間
　
十
二
月
十
五
日
〜
来

年
一
月
十
五
日

▽
応
募
方
法
　
役
場
保
健
福
祉
課
、

役
場
各
支
所
に
あ
る
応
募
用
は
が

き
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

▽
賞
品
　
一
カ
月
以
上
の
禁
煙
成
功

者
全
員
に
賞
状
と
記
念
品
、
さ
ら

に
抽
選
で
二
組
の
方
に
「
東
京

デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
」
ペ
ア
旅
行
券
、

十
人
の
方
に
賞
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

▽
問
い
合
わ
せ
　
役
場
保
健
福
祉
課

（
内
線
一
六
五
）
へ
ど
う
ぞ
。

心の健康相談（老人精神保健相談）が開かれま
す。痴ほう症、うつ状態、登校拒否の児童生徒な
ど、心の病でお悩みの方はご相談ください。
�日時　12月15日（月）午後１時半～
�場所　町保健センター
�指導　高橋幸成さん（三陸病院副院長）
�申込期限　12月12日
�申込先・問い合わせ　役場保健福祉課（内線
165）へどうぞ。

心の健康相談あります

日本酒が105～110、ビールが40～70、ワインが80～
100、焼酎が110～200、ウィスキーなど蒸留酒が225
～250です。また、お酒には食欲増進の働きがあり、
おつまみを食べ過ぎてしまい、ダイエットの大敵で
す。おつまみに適しているのは枝豆や豆腐などの大
豆製品や魚など高たんぱく、低カロリーの食品。た
んぱく質はアルコールの代謝を促進する効果があり
ます。お酒は飲み方で「百薬の長」にも「万病の元」
にもなります。お酒は楽しく適量を心掛けましょう。

に
挑
戦
し
て
み
て
は
い

か
が
で
す
か
。

▽
応
募
資
格
　
一
日
五

禁
煙
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
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��月の町長面談日
と　き １２月１６日（火）

午前10時～正午
ところ　役場４階特別応接室
※面談希望の人は役場総務課
内線413へご連絡ください。

防衛庁で自衛隊
生徒募集します

防衛庁では、来年４月採用予
定の自衛隊生徒を募集します。
�募集内容　自衛隊生徒（陸上
250人、海上50人、航空50人）
�応募資格　中学校を卒業した
15歳以上17歳未満の男子（卒
業見込みを含む）
�教育期間　４年間（３年終了
時に高校の卒業資格を習得で
きます）
�試験日　来年１月10日（土）
�試験会場　町中央コミュニ
ティセンター
�申込期限　来年１月６日
�申込先・問い合わせ　自衛隊
宮古募集事務所（�63－3881）
へどうぞ。

建築形態規制案に
皆さんのご意見を

県では、都市計画区域内のう
ち、用途地域の指定のない白地
地域の建築形態規制指定案をと
りまとめました。この案につい
て、皆さんの意見を募集します。
お寄せいただいたご意見に対す
る回答は県のホームページに掲
載される予定です。
�縦覧期間　12月11日～25日
�縦覧場所　役場都市計画課、
宮古地方振興局土木部建築指
導課、県ホームページ
�提出方法　意見と住所、氏名、
電話番号を書いて郵便、ファ
クス、Ｅメールなどで提出
�提出期限　12月25日
�提出先・問い合わせ　県建築
住宅課（〒020－8570 盛岡市
内丸10－1 �019－629－5936
ＦＡＸ019－651－4160 Ｅメー
ルＡＧ0009@ｐｒｅｆ.ｉｗａｔｅ.ｊｐ）へ。

まちで出会ったかわいい笑顔

身内を装う金銭
要求詐欺に注意

県内で高齢者宅に電話をかけ、
息子や孫など、関係者を装って
現金を要求する、通称「オレオ
レ詐欺」が多発しています。町
内でもすでに数件の電話がか
かってきています。同種の犯罪に
遭わないよう、十分注意をして
ください。犯人は関係者を装い、
言葉巧みに被害者を不安にさ
せ、お金を支払わせます。不審
に思ったら電話を切った後、す
ぐに本人や家族に連絡し、事実
かどうか確認してください。
�通報先・問い合わせ　宮古警
察署（�64－0110）へどうぞ。

車いすや義足など
巡回相談行います

�期日　12月17日（水）
�受付時間　午後１時半～２時
�場所　宮古地区合同庁舎
�相談内容　車いす、義足など
の交付と再交付の要否や修理
�申込先・問い合わせ　役場保
健福祉課（内線132）へどうぞ。

環境への取り組み
アイデア作品募集

環境パートナーシップいわて
では、地球温暖化防止、リサイ
クル、ごみ減量化など環境に関
する取り組みの意見提案、実践
活動及びアイデアを募集します。
�参加対象　県内事業者、環境
団体、学校、家庭など
�応募期限　来年１月31日
�申込先・問い合わせ　環境
パートナーシップいわて事務局
（〒020－0883 盛岡市志家町10
－２　�019－621－1890）へ。

町の臨時職員を
一般公募します

町では期限付臨時職員を募集
します。選考方法は書類審査
（履歴書）と面接です。
�職種　一般事務補助
�募集人員　４人（各課１人）
�応募資格　町内に住所があ
り、パソコン操作のできる人
�賃金　日額5,400円
�勤務場所と任用期間　建設課、
農林課…来年１月１日～３月
31日　保健福祉課、水産商工
課…２月１日～３月31日
※必要がある場合には最大８ヵ
月まで期間が更新されます。
�申込方法　役場町民課、各支
所に備え付けてある履歴書に
必要事項を記入して申し込ん
でください。
�申込期限　12月10日
�申込先　役場総務課
�問い合わせ　役場建設課（内
線243）、農林課（内線211）、
保健福祉課（内線163）、水産
商工課（内線232）へどうぞ。

ふるさとの品を
お歳暮にいかが

12月は県産品愛用月間です。
岩手には、自然に恵まれた海や
山の幸を生かしたふるさとの味、
伝統技術で磨かれた民工芸品な
ど、たくさんの特産品がありま
す。お歳暮に心温まる県産品を
お使いになってはいかがですか。
�問い合わせ　県岩手ブランド
推進課（�019－629－5536）へ。

岩手県学生会館の
入寮生募集します

�募集人員　男女各20人
�入寮資格　東京都豊島区から
通学可能な県出身の学生
�寮費　月額80,500円（朝夕食
付、光熱水費は含みません）
�申込期限　来年２月23日
�申込先・問い合わせ　財団法
人岩手県学生援護会事務局
（�03－3581－0341）へどうぞ。

国民年金の納付
臨時窓口を開設

宮古社会保険事務所では、国
民年金保険料の臨時納付窓口を
開設します。窓口では将来受給
する年金額や保険料の免除申請
などの相談にも応じます。どう
ぞご利用ください。
�期日　12月21日（日）
�場所　町中央コミュニティセ
ンター
�時間　午前10時～午後４時
�対象者　無年金者を除く保険
料未納者
�問い合わせ　宮古社会保険事
務所（�62－1963）へどうぞ。

サービス残業やめ
ゆとりある生活を

厚生労働省では、「賃金不払
残業解消指針」を策定しました。
事業主はこの指針を参考にして
サービス残業をなくし、労働者
がゆとりある生活を送られるよ
う、取り組んでいきましょう。
�問い合わせ　宮古労働基準監
督署（�62－6455）へどうぞ。

行政相談あります
と　き １２月１８日（木）

午前10時～正午
ところ　町中央コミセン
※行政について納得できない
ことなどご相談ください。

第�回山田町議会定例会
�日時　12月９日（火）開会

午前10時～
どなたでも傍聴できます。

詳しい日程などについては、
町議会事務局（�82－3114）
へお尋ねください。
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広報
12
月
１
日
号

N
o
.8
0
8

発
行
／
岩
手
県
山
田
町
　
〒
〇
二
八
│
一
三
九
二
岩
手
県
下
閉
伊
郡
山
田
町
八
幡
町
三
│
二
〇
　
�
〇
一
九
三
│
八
二
│
三
一
一
一
　
編
集
／
情
報
課

◆
早
く
も
二
回
目
の
ピ
ン
ボ
ケ
が
や
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
今
回
は（
幸
）さ
ん
か
ら
俺
に
話
を

振
る
な
と
く
ぎ
を
刺
さ
れ
た
の
で
、
普
通
に
書

き
ま
す
▼
先
日
取
材
に
行
っ
た
鮭
ま
つ
り
で
、

鮭
の
つ
か
み
捕
り
を
上
半
身
裸
、
ゴ
ム
長
靴
も

履
か
ず
に
川
に
飛
び
込
み
、
鮭
と
格
闘
し
て
い

る
青
年
数
名
を
発
見
。
服
を
着
込
ん
で
震
え
て

い
る
自
分
と
比
べ
、
年
の
差
を
感
じ
ま
し
た
が
、

負
け
ん
気
だ
け
は
強
い
の
で
、
川
で
泳
ご
う
か

と
思
い
ま
し
た
。
思
っ
た
だ
け
で
す
け
ど
。

◆
前
回
の
ピ
ン
ボ
ケ
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
相
棒
の

（
和
）に
話
を
振
ら
れ
、
ち
ょ
っ
と
戸
惑
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
逆
に
�
ネ
タ
�
が
無
い
の
も

困
り
も
の
。
広
報
編
集
も
同
様
で
、
話
題
が
豊

富
に
あ
る
と
と
て
も
助
か
り
ま
す
ね
。
皆
さ
ん

か
ら
の
身
近
な
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
▼

さ
て
、
十
二
月
に
入
り
広
報
担
当
も
慌
た
だ
し

く
な
り
ま
す
。
十
二
月
十
五
日
号
を
発
行
し
、

そ
の
五
日
後
に
は
一
月
一
日
号
の
原
稿
の
�
締

め
切
り
�。
あ
ー
本
当
に
大
丈
夫
か
な
…

町民のうごき
（10月 1 日～31日）

�出生…… ５人 �転入……５６人

�死亡……２５人 �転出……５２人

�人口…２１,３２０人（今月減１６人）

男…１０,２４０人 女…１１,０８０人

�世帯数………………７,２５９世帯

福 士 健
けん

斗
と

（大沢・正紀・男）
原 田 　 修

しゅう

（山田・誠章・男）

大 手 敬
けい

佐
すけ

（織笠・薫・男）

田 畑 祐
ゆ

佳
か

（田の浜・俊典・女）

10月届け出分（敬称略）
〔出生〕（ ）は保護者名と性別
�田の浜 山�美

み

咲
さき

（友彦・女）
�大浦 佐々木未

み

緒
お

（貴男・女）
�織笠 稲川ひより（大樹・女）
�豊間根 中村心

ここ

音
ね

（睦・女）、中村颯
そう

汰
た

（通・男）

〔結婚した二人〕（ ）は住所
�橋学（宮古市）・濱登久美子（船越）
貫洞雄一郎（飯岡）・阿部恵美（滝沢村）
佐藤祐矢（織笠）・志賀さゆり（熊本県一の宮町）
z川和彦（船越）・箱石恵子（大沢）
佐々木雅昭（船越）・堀合まゆ（長崎）
内舘潤史（大沢）・松島しのぶ（横浜市青葉区）
上林茂幸（北浜町）・熊谷郁美（宮古市）
山�貴幸（船越）・土手麻美（大槌町）

〔死亡〕（ ）は年齢
�山田 甲斐谷傳一（77）、�橋政志（58）、
大久保正喜（60）、関春江（74）、澤村コツル（94）、
湊サメ（88）
�船越 佐々木賢一（75）、前川ヒテ（76）、
長根健平（88）、木下チヱ（95）
�田の浜 佐々木正夫（78）、中村忠義（62）、
澤田秀夫（66）
�大浦 阿部錬一（72）
�織笠 佐々木トラ（92）、鈴木サン（91）、
秋本テル（86）、湊キツ（85）
�大沢 山本八重（76）、岡田信吉（51）、佐々木
マツヨ（87）
�豊間根 豊間根末治（83）

佐々木莉
り

那
な

（飯岡・幸二・女）

�広報やまだ�は環境に優しい古紙100％の再生紙と大豆油インキ（植物油）を使用しています。

阿 部 太
た

郎
ろう

（境田町・基・男）

倉 本 克
かつ

樹
き

（田の浜・晃・男）

ピ

ン

ボ

ケ

健やか赤ちゃん登場
毎月掲載します。
今月は12月生まれ
の赤ちゃんです。

一
歳
に
な
り
ま
し
た

※
敬
称
略
・（

）内
は
地
区
名
・
保
護
者
・
性
別
で
す
。

幸 和

木 村 美
み

玲
れい

（豊間根・弘文・女）
畠 山 陽

はる

大
と

（豊間根・慎太郎・男）

佐々木昂
こう

大
だい

（豊間根・正弘・男）

15日から引受開始

年賀状はお早めに
町内の各郵便局では、12月

15日から年賀状の引き受けを
始めます。年賀状を１通でも
多く元旦にお届けするために
も、遅くても12月25日までに
お出しください。また、私製
のはがきや封書で年賀状を出
すときは、表面に「年賀」の

表示をお願いします。
�問い合わせ　山田郵便局
（�82－4342）へどうぞ。


